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＜連絡事項＞
・厚生労働省・八戸市保健所ホームページより、新型コロナウイルス対策について通知があ
りました。各自資料の確認をして下さい。
・本日避難訓練実施しています。
・血圧測定器が送気球を交換し使用できるようになってます。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～三戸便利サービス来院され60,000円と入院費53,100円支払いを済ませています。
＜要注目患者様＞

・鈴木　知子様～朝食は1/2摂取。他患者様より早く帰棟されてからサンドバックを何度もたたく行為見られていましたが、作業の拒否はなく同室者と過ごす事で落ち着いて最後まで取り組まれています。幻聴の訴えや切迫した様子はありませんが、表情の冴えなさ見られています。引き続き精神症状の確認を行っていきましょう。

・小笠原　文人様～昨日、一回目の洗濯・乾燥機を使用した後、生乾きのため乾燥機代100円追加していますが、全自動洗濯機に水が半分位と雑巾が入ったままになっている事があり他患者様より訴え聞かれ介入要しています。数日前にも二層式の洗濯機の水を出しっ放しにしている事があり介入しています。奇異行為はありますが、本日は、奇異行為あるも他者への干渉はなくトラブルになる事はありません。洗濯機の使用状況を確認し、精神症状の観察と他者とのトラブルに注意していきましょう。
・佐々木　淳様～食事は各食ホールで摂取。プログラムも声かけしますが参加拒否見られています。他日課には拒否や介入への粗暴性はありません。
・内田　都影様～作業スタッフより隣の席で間違い探しを行っていた他病棟の患者様（Ａ・Ａ様）に色々口出しをし「探してあげたんだからいいべ」と最後に言われたことで他患者様がイライラし病棟へ帰って行ったとのこと。話しかけ多く他病棟の患者様のせいにし責任転換されています。他者との関係を観察し、トラブルのないよう介入していきましょう。

・上村　みわ様～朝食後服薬に来られてきていますが、薬包の中の錠剤を気にすることなく、スムーズに服用しています。本日から内服する事について問いかけると「はい」と返答されています。午後からは作業へ行かないと訴え聞かれていましたが、説明促しにより渋々参加されています。今後も精神症状や服薬状況確認していきます。

＜深澤Drケース＞
・夏坂　キミ様～姉様へ施設入所へすすめて行きたい事を伝え、施設へ申し込み完了後連絡くれるとの事です。
・小田　タネ様～アレンドロン酸(35)5回分　2/29に3/1からの分の処方が上がってきます。2/20(木)8:45～2/22(土)16:00外泊予定です。
（21日（金）：デイサービス体験利用日）
・内田　都影様～作業中に他病棟の他患者様への話しかけあり。他患者様の気分を害し病棟へ帰られておりトラブル見られています。
・五日市　規様～ホールでの壁叩きや、自室での衣装ケースを叩く行為見られていますが、一時的で対面時は穏やか、他者トラブルもなく経過しています。
・松永　勘五郎様～甥様より緊急時対応同意書の記載についてサインいただき身体状態の悪化時には事前にご家族へ連絡を入れる事を伝え、治療が間に合わない場合には当院で可能な限りの対応で納得されています。
・菅野　勝利様～特に精神症状の変化やＡＤＬ低下もなく安定して過ごされています。３
月姉様来院予定（未確定）でいますが、退院先について話し合いをすす
めて行く方向とします。

＜金Drケース＞
・角濱　義弘様～服薬自己管理は問題なく行えています。午前中ＯＴ作業は移動するも「顔出しだけでいいですか」と話し帰棟され以後、自室で臥床して過ごしています。診察時には、「布団からで出られなくなりました。ここずっと動くのが苦痛です。食べるのも、お風呂入るのもぎりぎりまでやらないです。」と話し、不安、焦燥は落ち着いていますが、日中は低活動状態です。臨時薬クエチアピン錠（300）3×VDS　200mg→150mgへ減薬、レキサルティ　1mg追加となっています。
・坂本　福子様～服薬自己管理となり問題なく服用出来ています。本日入院費と便利サービスのスタッフ来院し60,000円支払っています。臨時薬は同内容で継続処方となっています。首・肘の痛みあると伝えておりスミルスチック　1本処方となっています。
・大上　なみ様～「夜薬飲むと１、2時間すると眠くなるの。脱肛は1回は自分で戻したの」と脱肛は自分で戻せている事を伝えています。また、作業についても午前中は塗り絵をやってた。」と主治医へ伝えています。
・中野渡　鉄男様～「塗り絵をした。あと変わりない。」と主治医へ伝えています。食事形態のうどんの希望ありますが以前、喉に詰まらせた経緯があるため摂取禁になっている事を本人様へ伝えています。
・小笠原　文人様～昨日の、洗濯機の使用状況を主治医へ伝え奇異行為や他者トラブルも見られている事を情報提供しています。「口から塩が湧いてきてしょっぱいです。こういうことは前から何回もあります。甘い物食べて対処していました。」などその他、色々話すも呂律不良で聞き取れずにいますが主治医へ伝えています。
・巴　勇樹様～「調子はいいです。特に困っていることはない。（青風荘の入所について）
大丈夫じゃないかなと思う。」と主治医へ話されています。
目立った逸脱行為や不潔行為などには悪化はありません。概ね日常生活動作は声掛けで自立しています。喫煙の要求が過度となることはなく経過しています。その他日常生活に大きな支障となるような精神症状の悪化はなし。

・高橋　康満様～「調子は変わりないです。午前中は塗り絵をやってました。」と主治医へ伝えた後、自ら退室しています。
・十日市　利喜様～「いつもどおりです。耳がつまってます。誰かにおまじないかけられた。」耳詰まりを妄想的に解釈する様子が見られるが、日常生活においてトラブルの原因になることはない。と話し退室しています。
